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「人」「モノ」「カネ」＋「情報」「時間」が重要な資源 

全世界で 1 年間に作られる情報量 
 ＝ 5 エクサ バイト (EB) ＝ 5,000,000,000 GB  
≒ CD 約 80 億枚分 
≒ 全人類のゲノム データの合計 
≒ 有史以来の全情報量 

 

あらゆる情報が広範に流通し、 
誰でも容易に入手可能 

経済構造に根本的な変化 



競争力： 

働き方： 

企業戦略： 

投資分野： 

例：情報システム投資 
  ERP、CRM → Business Intelligence (BI) 



「事実」にもとづく「知恵」から 
「ビジネス価値」を生み出す仕組み 

すべての社員が日常業務に連携してBIを活用 
──「BI ワーク スタイル」 

   



  

  

  

客観的事実を示す
数値および文字列 

提供者の意思により
再編されたデータ 

利用者の経験により
再編された情報 

利用者の洞察により
加工された知恵 

POS データ 
顧客プロファイル 
気象データ 

売上集計レポート 
顧客分布マップ 

ベストプラクティス 
講演 

ノウハウ 

ナレッジ マネジメント ? 

ビジネス インテリジェン
ス ? 

レポーティングツール 
ダッシュボード 
情報共有 
グループウェア 

データウェアハウス 
ERP、CRM など 

    共有可能な形式化情報 属人的な内面化情報 

ビジネス価値創造プロセス ビジネスビジネス価値創造価値創造プロセスプロセス  

 

提供者/利用者 

 

利用者 

 

利用者 





Excel テンプレートをメールなどで配布 

各部門の担当者が希望予算額を記入 

経理部門では予算額を積み上げ 

超過金額を各部門と折衝し、予算を修正 

全社予算をまとめ上げ、社内に公開 

予算編成の頻度増加 



  

主として経営者や部門管理者の 

BI 利用を代行し、必要な洞察を引き 
出すための分析レポートを提供 

• 分析レポート作成 • 分析レポート作成 

  
すばやい現状把握と一連の情報の

確実な収集を通じたスピーディで

リーズナブルな洞察と意思決定に 

より、現場レベルの作業効率を向上 

  活動状況とボトルネックの把握を通

じた改善とリソース再配分により、

業務機能やプロセスの効率を向上 

  

的確な現状把握と将来予測を通じ

たリスクとリソースの適正化により、

資本効率を向上 



データの 「オーナー」 としての課題と 
「戦略アドバイザー」 としての課題を解決 





 

各部門 

  
テンプレート登録 

  承認 

  

  

起案者 

  

承認者B 
    

承認者A 

申請 
経理/財務 
部門 

承認 
  

  

 

多次元分析 

スコアカード 

レポート / 帳票 

予測 

会計 / 販売管理など 
(実績データ) 

分析 / 共有 



 

各部門 

  
テンプレート登録 

  承認 

  

起案者起案者    
((担当者担当者))  

  

承認者承認者  
((上司上司))BB      

承認者承認者  
  ((上司上司))AA  

申請 
経理/財務 
部門 

承認 
  

  
  



 

各部門 
起案者起案者    
((担当者担当者))  

承認者承認者  
((上司上司))BB  

承認者承認者  
  ((上司上司))AA  

経理/財務 
部門 

  

  

 

多次元分析 

スコアカード 

レポート / 帳票 

予測 

会計 / 販売管理など 
(実績データ) 

分析 / 共有 




